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Ⅰ 大学の現況及び特徴 

１ 現況 

（１）大学名 佐賀大学 

（２）所在地 佐賀県佐賀市 

（３）学部等の構成 

学部：文化教育学部、経済学部、医学部、理工学

部、農学部 

研究科：教育学研究科（修士課程）、経済学研究 

科（修士課程）、医学系研究科（修士課程

・博士課程）、工学系研究科（博士前期課

程・博士後期課程）、農学研究科（修士課

程） 

関連施設： 

＜教育研究関連施設等＞ 産学・地域連携機構、 

アドミッションセンター、キャリアセンター、 

国際交流推進センター、全学教育機構、附属図 

書館、美術館、保健管理センター、文化教育学

部附属幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校

・教育実践総合センター、医学部附属病院・地

域医療科学教育研究センター・先端医学研究推

進支援センター・看護学教育研究支援センター 

、農学部附属アグリ創生教育研究センター 

＜共同利用・共同研究拠点＞ 海洋エネルギー研究

センター 

＜学内共同教育研究施設等＞ 総合分析実験センタ

ー、総合情報基盤センター、低平地沿岸海域研

究センター、シンクロトロン光応用研究センタ

ー、地域学歴史文化研究センター 

（４）学生数及び教員数（平成27年５月１日現在） 

学生数：学部6,092人、大学院872人 

専任教員数：562人（附属病院、附属学校を除 

く） 

助手数：４人 

２ 特徴 

（１）沿革と構成 

本学は、平成15 年10 月に旧佐賀大学と旧佐賀医科大

学が統合して新たに佐賀大学として発足し、平成16年４

月、国立大学法人佐賀大学として再出発した。前身であ

る旧佐賀大学は、昭和24 年に、文理学部と教育学部から

なる新制佐賀大学として設置された。その後、昭和30 年

には農学部が、昭和41 年には経済学部及び理工学部（文

理学部を改組）がそれぞれ設置され、統合前には、文化

教育学部（平成８年に教育学部を改組）、経済学部、理

工学部及び農学部の４学部・４研究科で構成されていた。 

一方、旧佐賀医科大学は、政府の医師不足解消及び無

医大県解消政策の一環として昭和51 年に医学科のみの単

科大学として発足した。平成５年には看護学科が設置さ

れ、１学部・１研究科で構成されていた。 

現在の佐賀大学は、上記の５学部・５研究科を備えた

総合大学で、旧佐賀大学を継承した本庄キャンパスと医

学部・医学部附属病院が所在する鍋島キャンパスの２キ

ャンパスからなっている。 

平成22 年度に、工学系研究科及び農学研究科をそれぞ

れ改組するとともに、低平地研究センター及び有明海総

合研究プロジェクトを母体とした低平地沿岸海域研究セ

ンターを設置し、平成23 年度には、全学教育機構及び国

際交流推進センターを設置した。 

平成24 年度に、海浜台地生物環境研究センターと農学

部附属資源循環フィールド科学教育研究センターを統合

再編した農学部附属アグリ創生教育研究センターを新た

に創設し、平成25 年４月には、入学定員の見直しを伴う

経済学部の改組を実施した。 

（２）特徴 

１）佐賀の地域において高等教育を担う総合大学 

本学は、５学部・５研究科を備えた総合大学として、

県内はもとより、隣接する福岡県、長崎県など九州各地

からの入学生が大半（90.4％）を占め、地域の学生に対

して幅広い高等教育を提供している。特に、佐賀県内の

５大学及び放送大学佐賀学習センターとともに設立した

「大学コンソーシアム佐賀」により、県内の高等教育の

普及を図っている。 

２）研究教育拠点を広く地域に展開 

海洋温度差発電など海洋エネルギーの活用を研究し、

平成22 年度から共同利用・共同研究拠点の認定を受けた

海洋エネルギー研究センター（本庄キャンパス、伊万里

市及び沖縄県久米島町）、有明海などの沿岸海域や低平

地の環境を研究する低平地沿岸海域研究センター（本庄

キャンパス）、「佐賀の大学」を象徴する地域学歴史文

化研究センター（本庄キャンパス）、地域医療の教育研

究拠点として国立大学で初めての医学部附属地域医療科
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学教育研究センター（鍋島キャンパス）を持ち、地域に

密着した研究教育を進めている。また、シンクロトロン

光応用研究センターが、佐賀県立九州放射光施設（鳥栖

市）を中心に、九州地区の大学など諸機関と連携して研

究教育を進めている。 

３）地域社会との連携 

「佐賀県における産学官包括連携協定」（６者協定）を

佐賀県や産業界などと結び、地域社会との連携協力事業

を実施している。また、平成24 年４月に産学官連携推進

機構と地域貢献推進室を統合再編した産学・地域連携機

構を通して、本学の創出した知的財産の社会への還元を

推進している。 

医学部附属病院では、教育実習及び卒後臨床研修セン

ターとしての機能に加えて、１日平均940人の外来患者、

509 人の入院患者を診療している。 

４）アジアの知的拠点 

本学には、全学生の2.9％に相当する205人の留学生が

在学し、アジアを中心に156校と学術交流協定を締結して

おり、アジアの知的拠点として国際社会への貢献を目指

している。 
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Ⅱ 目的 

本学は，佐賀県内で唯一の国立大学として，国立大学法人法第１条に示す国立大学の設置目的「大学の教育研

究に対する国民の要請にこたえるとともに，我が国の高等教育及び学術研究の水準の向上と均衡ある発展を図

る」の使命を果たすため，本学の基本理念として，次のように佐賀大学憲章を宣言している。 

佐賀大学憲章 

佐賀大学は，これまでに培った文，教，経，理，医，工，農等の諸分野にわたる教育研究を礎にし，豊かな自

然溢れる風土や諸国との交流を通して育んできた独自の文化や伝統を背景に，地域と共に未来に向けて発展し続

ける大学を目指して，ここに佐賀大学憲章を宣言します。 

 

■魅力ある大学 

目的をもって活き活きと学び行動する学生中心の大学づくりを進めます 

■創造と継承 

自然と共生するための人類の「知」の創造と継承に努めます 

■教育先導大学 

高等教育の未来を展望し，社会の発展に尽くします 

■研究の推進 

学術研究の水準を向上させ，佐賀地域独自の研究を世界に発信します 

■社会貢献 

教育と研究の両面から，地域や社会の諸問題の解決に取り組みます 

■国際貢献 

アジアの知的拠点を目指し，国際社会に貢献します 

■検証と改善 

不断の検証と改善に努め，佐賀の大学としての責務を果たします 

 

また，佐賀大学憲章に基づく「佐賀大学中長期ビジョン（２００８～２０１５）」を指針として，以下の

取り組みを基本的な目標として設定している。 

１ 魅力ある大学づくりに向けて 

活気に満ちた魅力ある大学づくりを確かなものとするため，すべての構成員の英知を結集するとともに，

人的資源を活かした大学の総合力を最大限に発揮できる大学づくりを目指す。 

２ 学生の成長と未来を支える教育 

教育先導大学として佐賀大学独自の教養教育システムを創出し，際立つ個性と豊かな知性・感性を身に

付け，現代社会の動向を的確に捉えてリーダーシップを発揮するプロフェッショナルを育成する。 

３ 「明日の社会」を創造する研究 

各分野の基礎的・基盤的研究を礎にして，地域及び社会の要請や発展に貢献する特色ある研究を組織的

に展開し，世界に発信していくことを目指す。 

４ 地域・国際社会の発展を支える知的拠点として 

地域社会，国際社会の発展を「知」の発信と「人づくり」で支えていくための知的拠点の形成を目指す。 

 

本学は文化教育学部，経済学部，医学部，理工学部，農学部からなる総合大学であり，各学士課程，各大学院
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課程の特性を発揮しつつ，教育の調和的融合を求めながら，学生の教育にあたっている。以下に各学部に独自な

目的を示す。 

＜学士課程＞ 

文化教育学部の目的  

  学校教育課程，国際文化課程，人間環境課程及び美術・工芸課程により構成し，各々の課程の持つ特質を融

合させたカリキュラムを整え，特定の専門知識に偏らない「総合知」を有する人材を育成することを目的とす

る。 

経済学部の目的 

  経済学・経営学・法律学を柱として社会科学上の知識と教養を授け，経済社会における問題を分析し解決で

きる人材を育成することを目的とする。 

医学部の基本理念 

  医学部に課せられた教育・研究・診療の三つの使命を一体として推進することによって，社会の要請に応え

うる良い医療人を育成し，もって医学・看護学の発展及び地域包括医療の向上に寄与する。 

理工学部の目的 

 幅広い教養と科学・技術の専門的な素養を持ち，社会の広い分野で活躍できる人材を育成することを目的とす

る。 

農学部の目的 

 農学及び関連する学問領域において，多様な社会的要請にこたえうる幅広い素養と実行力を身に付けた人材を

育成することを目的とする。 

＜大学院課程＞ 

教育学研究科の目的 

 初等中等教育において指導性を発揮しうる高度の専門的学術を授け，理論と実践の研修を通して，学校教育に

関する高い実践力と研究能力を備えた人材を養成することを目的とする。 

経済学研究科の目的 

 経済学及び経営学・法律学の教育・研究によって幅広い視野と豊かな応用力を培い，知識基盤社会を多様に支

える高度で知的な素養のある人材を養成することを目的とする。 

医学系研究科の理念  

 医学・医療の専門分野において，社会の要請に応えうる研究者及び高度専門職者を育成し，学術研究を遂行す

ることにより，医学・医療の発展と地域包括医療の向上に寄与する。 

工学系研究科目的 

 理学及び工学の領域並びに理学及び工学の融合領域を含む関連の学問領域において，創造性豊かな優れた研究

・開発能力を持つ研究者・技術者等，高度な専門的知識・能力を持つ職業人又は知識基盤社会を支える深い専門

的知識・能力と幅広い視野を持つ多様な人材を養成し，もって人類の福祉，文化の進展に寄与することを目的と

する。 

農学研究科の目的 

地域社会及び国際社会の発展に必要とされる農学上の諸課題を解 決する能力，高い倫理意識及び国際的視野

を有し，多方面において先端的・応用的・実用的な能力を発揮し，活躍できる創造性豊かな高度専門職業人を養

成することを目的とする。 

 

（各課程・学科・専攻の目的等は、別添資料にも添付） 


